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庄　　ゆかり

抄録:国立大学図書館協会海外派遣事業による第一回海外派遣者として,イリノイ大学モーテンソンセンタ

ー主催のFall 2006 Associates Programに参加した。このプログラムは,国際的な図書館員の継続研修を目

的とし,主として1)講義, 2)図書館・関係団体訪問, 3)イリノイ大学図書館員による各図書館業務に

ついてのプレゼンテーション, 4)他図書館での短期宿泊研修で構成される。プログラムの概要を報告し,

評価を試みる。
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1.はじめに

このたび,国立大学図書館協会1)の海外派遣事業

により, The Mortenson Center of International

Library Programz), University of Illinois　(以下,

モーテンソンセンター)のFall Associates Pr0-

gramに参加した。

モーテンソンセンターは,図書館員の継続教育を

目的に設立された世界的にも珍しい機関である。

このレポートでは,モーテンソンセンターの紹介,

Fall Associates Program実施方法,参加者と現地

での状況,研修内容について報告し,プログラムの

評価を試みる。

2.国立大学図書館協会海外派遣事業

国立大学図書館協会研修委員会では,国際的な視

点に立ったマネジメント能力を備えた人材の養成を

目的に,平成18年度から3年間にわたり,会員館

に所属する職員を海外へ派遣し,調査研究,成果の

普及,職員の資質向上,育成を図ることを決定した。

海外派遣の内容は

(1)イリノイ大学モーテンソンセンターFall

Associates Program (!週間) -の参加

(2)諸外国の先進的な図書館活動,施設等に関

する調査・研究

派遣人数は,会計年度ごとに各1名である。 (辛

成18年度については(2)による派遣は行われな

かった。)

今回,モーテンソンセンターの研修プログラムへ

国立大学図書館協会から初の参加者として派遣され

たことは,私にとって大変に光栄なことであった。

3.モーテンソンセンタ-

モーテンソンセンターは,米国図書館界の幅広い
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国際的活動を象徴するような独特の存在である。以

下,センターの設立背景とその活動,および今回参

加したFall Associates Programについて解説する。

3.1.モーテンソンセンターの設立と歴史

1986年, Gerda B.およびC. Walter Mortenson夫

妻からの寄付金200万ドルにより, Distinguished

Mortenson Professorship for International Library

Programsが設置された。その目的は,国際的な教

育・相互理解・平和を目指すための国際的図書館員

研修プログラムの実現である。

初代Mortenson Distinguished Professorである

Marianna Tax Choldin氏はロシア(旧ソビェト連

邦)研究の専門家だったので,ロシアに対し初期の

活動を行った。またモーテンソン特別講義シリーズ

を開始し,活動への賛同者・協力者を広く世界へ求

めた。図書館員のために国際的な研修を行うことを

目的とする機関というのは世界初であったため,活

動方針を決定し,実行に移すまでにはしばらく時間

を要した。活動方針が確立し研修プログラムが発展

するに伴い,より広範囲に活動を展開するため,

1991年Mortenson夫妻よりさらに200万ドルの寄付

を受け,モーテンソンセンターが設立された。

1997 - 1998年のAmerican Library Association

PresidentであるBarbara Ford氏が, 2002年に2代

目Mortenson Distinguished Professorに就任,現セ

ンター長をつとめる。

モーテンソンセンターは,イリノイ大学図書館分

館のひとつである学部生用図書館の中におかれてい

る。イリノイ大学図書館は,公立大学としては米国

最大,全米では3番目に大きな大学図書館である。
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3.2.モーテンソンセンターの活動

モーテンソンセンターの活動の主体は,教育レベ

ルの向上・相互理解・平和の実現を目指すため図書

館員に研修プログラムを提供し,図書館・図書館員

の間に,地理的な距離やテクノロジーの発展程度に

かかわらない連携関係を作りだし,それを強めるこ

とである。

モーテンソンセンターでは, Fall Associates Pr0-

gram以外にも各地から調査・研修グループを受け

入れ,研修プログラムを実施している。これまでに,

89カ国から700人以上の図書館員が,モーテンソン

センターの研修プログラムに参加した。

現在,モーテンソンセンターが力を入れているの

は,アフリカにおける大学図書館事情の調査と改善

である。毎年のように助成金を獲得し,スタッフが

現地-赴いて調査・指導にあたっている。

3.3. Fall Associates Program

今回私が参加したFall Associates Programは,

国境・館種を越えて図書館員へ継続教育を提供する

というモーテンソンセンターの思想を体現する研修

プログラムである。

3.3.1.背景
モーテンソンセンターでは設立当初より海外から

の研修生を受け入れていたが,様々な国からの研修

生を集めて一つのグループをつくり,そのグループ

に対しより組織化された研修プログラムを提供する

目的で, 1995年にFall Associate Programを開始し

た。

毎年5月1日を〆切に募集が行われ, 9月初めか

ら11月第1過までの8週間,グループ研修が行わ

れる。

グループ研修終了後,さらに個人単位で研修期間

を延長することも可能である。

3.3.2.参加者

Fall Associate Programの対象者は,中堅図書館

員である。毎年10数名の図書館員が,パートナー

機関からの推薦,または一般応募で選抜され,世界

各国から集まる。

研修期間中,参加者はモーテンソンアソシエイツ

と呼ばれる。大半は,キャンパス内-ブロックにあ

る2人部屋のアパートに居住する。研修中,または

研修時間外にも,イベントやパーティーへの参加等,

グループ内のみならず現地関係者との交流の機会が

豊富に提供される。

3.3.3.参加目的

図書館・情報学関連の各分野を網羅する研修プロ

グラムとなっていることから,参加者側の期待も

様々である。研修プログラム自体への期待もさるこ

とながら,日常的に行われる参加者同士の知識や意

見の交換,そして国際的なネットワーク作りも,こ

のプログラム-の参加目的のひとつとなっている。

3.3.4.プログラムの構成

プログラムは,大きく分けて, 4種類の要素で構

成される。

(1)イリノイ大学図書館情報学大学院教官をは

じめ,スペシャリストによる講義

図書館学に関連した情報学の最新動向について,

ウェブデザインから資料のデジタル化まで広範囲に

わたる講義・実習,また,図書館組織・経営学,コ

ミュニケーション関連の講義がある。いずれも一度

限りの講義ではなく,シリーズで行われる。

(2)図書館および関係団体訪問

イリノイ大学の各図書館をはじめ,大学・高校・

公共図書館や博物館,図書館ネットワーク団体,ア

メリカ図書館協会本部など,各種の関係機関を訪問

する。

(3)現地図書館員による実情説明,意見交換お

よび交流

イリノイ大学図書館員他,図書館関係団体等職員

による業務説明が行われる。学内で行われる会議,

イリノイ州図書館協会年次大会等へも参加する。

また,イリノイ大学図書館員と私的に交流できる

よう,各人に担当の"フレンド"が紹介される。

(4)他図書館での研修(Host Visit)

グループから離れ,単独あるいは2人ペアで,イ

リノイ大学以外の図書館-派遣され, 3日間の宿泊

研修を行う。

4. Fal一 2006 Associates Program

2006年のFall Associates Programは, 9月6日

から11月3日までの約8週間で開催された。

4.1.参加者

7カ国から17人が参加した。コロンビアからは

最多の5人,対して韓国とベトナムからは1人ずつ

の参加であった。

その内訳は,大学図書館員5名,公共図書館員10

名,教育職2名である。

公共図書館員の中には,子供図書館の館長,文化

広報担当者なども含まれ,バラエティーに富んだ顔

ぶれであった。
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表1　国別参加人数および所属機関

国
所属 機関 国別

人数大 学図書館 公共図書飽 研 究職等

コロ ンビア 5 5

チ リ 3 3

日本 2 1 3

ロシア 2 2

ナ イジェ リア 1 1 2

ベ トナム 1 1

韓 国 1 1

機関種別 人数 5 10 2 17

4.2.プログラムの内容

プログラムは,比較的余裕をもって始められ,

徐々に密度が高くなるよう構成されている。 (資料

1　プログラムスケジュール参照)

4.2.1.講義

イリノイ大学図書館情報大学院教官およびモーテ

ンソンセンター講師による講義が,プログラム期間

を通して行われた。

4.2.1.1.ニューテクノロジー(Eric Sizemore氏.

Mortenson Center Instructor) 6回

図書館員にとって必須と考えられるインターネッ

トについての最新情報に関する講義と実習。ホーム

ページデザイン基礎, Web上での情報検索技術,

インターネット上の最新情報資源について。講義で

扱われた項目を下記に例示する。

RSS, YouTube, Furl, Newsgator, Yahoo! Alerts,

TinyURL, WatchThatPage, Nvu, Google Reader,

Bloglines, Slide.com, Bloggerなど。

4.2.1.2.図書館マネジメント論(情報資源・人的資

源の活用) (Terry Weech氏Professor, Graduate

School of Library and Information Science) 3回

パワーポイント,ビデオ等を利用し,わかりやす

く工夫された講義であった。

各講義のトピックは以下のとおり。

Library Cooperation and Networks

Human Resource Management

(職場での人間関係について,タイプ別対処法)

Financial Management

4.2.1.3.組織論(Dale Silver氏. Assistant Dean for

Academic Affairs, Graduate School of Library and
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Information Science) 3回

組織の形態とその特徴について。図書館員向けに

アレンジされていない純粋な講義であり,また参加

者は積極的な発言と講義進行に対する関与を求めら

れた。アメリカにおける大学院の授業を実体験する

貴重な機会であった。

4.2.1.4.プロジェクトマネージメント(Barbara

Ford氏. Director, Mortenson Center) 4回

プロジェクトの立案,調査,企画,プレゼンテー

ションの方法を学び,課題として,小グループもし

くは単独でプロジェクトを発案し,プレゼンテーシ

ョンを行った。

短期間で立案から発表まで行うので,経験の差が

如実に現れる困難な課題であったが,参加者同士が

お互いに助け合うことで,企画・立案のテクニック

だけでなく,情報交換の大切さを学ぶ課題でもあっ

た。

また,国別に自国の図書館事情について,プレゼ

ンテーションを行った。

日本からは,バックグラウンドの異なる3名が参

加したので,それぞれの視点から考える課題や関心

事について意見交換をし,非常に有益だった。

国別プレゼンテーションは,イリノイ州立図書館

でも発表した。

4.2.1.5.講義の成果

サービスを提供する機関としての図書館をいかに

経営するかについて,さまざまな側面から学ぶこと

により,自分が所属する広島大学図書館,また日本

の国立大学図書館の現状について考えさせられた。

今後の大学図書館の方向性,また課題とその解決

策を考えるためには,客観的な視点からの評価と,

情報技術に関する知識,また企画やその成果をアピ

ールする能力が必要だということを学んだ。

4.2.2.図書館・関係団体見学

研修期間を通して, 24図書館・図書室と3関係団

体を見学した。 (表2)

4.2.2.1.図書館

さまざまな種類・規模の図書館を見学し,図書館

員と意見交換をする中で,米国において,それぞれ

の図書館に期待される役割が明らかにされていっ

た。

学校図書館では,生徒に対し,読書指導と著作権

教育を行う。また今日ではインターネット利用に関

する責任とマナーなどの教育も,図書館の責務とな
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表2　訪問先とその種別

月 日 訪問先 大学図書館 学校図書館 公共図書館 関係団体

9 12 M am L ibrary,U I ○

U ndergraduate L ibrary,U I ○

9 12 A rea S tu dies Libraries,U I

A frican a,A sian ,L atin A m erican an d C aribb ean,

Slavic and E ast E uropean

○

Library and Inform ation Science Library,U I ○

9 19 U rban a F ree L ib rary ○

9 22 L incoln T railL ibraries S ystem (L T L S) ○

Illinois W esley an U niversity L ibrary ○

10 2 A m erican L ibrary A ssociation ○

C hicago P u blic L ibrary ○

10 b L ibrary of th e H ealth Sciences,U I C hicago C am pus ○

10 9 C ham paign C entennial H igh S choolL ib rary ○

C onserv ation L aboratory,U I ○

O ak S treet L ib rary F acility,U I ○

10 13 P arklan d C ollege L ibrary ○

10 16 C ham paign Pu blic L ib rary ○

10 17 Illinois S tate Library ○

Shaw nee T alkin g B ook Library ○

A braham Lincoln P residential Library & M useum ○

10 18-20 L oyola U niv ersity L ibrary (H ost visit)

C ud ahy Library ○

Inform ation C om m ons (u nder construction) ○

Library S torage F acility ○

W om en and L eadership A rchives ○

Lew is L ib rary ○

10 23 A rth ur P ub lic L ibrary ○

10 26 O C L C ○

10 27 W esterville P u bic L ibrary ○

10 3 1 U niversity H igh SchoolL ibrary ○

荏)表中, UIはUniversityofIllinoisの略。 'は個人での訪問(研修プログラム外)

っている。

公共図書館では,各種出版物(視聴覚資料等を含

む)を提供し,その利用をアシストすることで,市

民の生活が豊かになるよう努めている。

大学図書館をはじめとする学術図書館では,知識

追求型研究活動を積極的にサポートする。

さらに,博物館付属図書館,視覚障害者のための

図書館など各種図書館が一体となり,地域・個人的

環境にかかわらず,図書館を利用し学習・研究が続

けられるような社会環境を作り出す努力がされてい

る。

その一例が,イリノイ州内の図書館を結ぶ資料配

送システム「In-State Delivery System」である。

州内すべての図書館-,毎日配送トラックがやって

きて,図書館別に資料を配送する。どの図書館から

も,数日で州内各地にある資料が入手できる。

また,視覚障害者のための図書館では,資料の郵

送による提供が行われており,資料閲覧のための装

置も貸し出される。館数・資料数が少ないことによ

る不便を解消するための工夫である。

ill
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日本における大学図書館の一般公開は,近年めざ

ましく進んでいる。また,館種を越えたネットワー

クを構築するための努力も行われている。館種の違

う図書館同士がどのように協力し社会へ貢献する

か,そのモデルケースとして米国の各種図書館をま

とめて見学できたことは,非常に有益であった。

4.2.2.2.関係団体

LTLS (Lincoln Trail Libraries System) 4' (イリ

ノイ州シャンペ-ン), ALA (American Library

Association)本部5) (イリノイ州シカゴ), OCLC

(Online Computer Library Center)本部6) (オハイ

オ州ダブリン)を見学した。

OCLCでは,各地域ごとに分かれ,少人数でリラ

ックスした雰囲気の中,地域担当者から現状説明と

今後の展開に対する説明を受けた。 OCLCが展開す

る各種事業について,業務現場の視察とともに各担

当者による説明が行われた。規模の大きさとサービ

スの多様性,またスタッフ層の厚さ,世界的な業務

展開に感銘を受けた。

4.2.3.図書館員との情報交換

現地図書館員との直接的な情報交換は,研修プロ

グラムの中でも重要視されており,公式・非公式に

多くの機会が提供された。

また個人的なインタビューや図書館訪問なども,

相談・リクエストすれば,モーテンソンセンター側

で適切な相手との面会予約など,便宜をはかってく

れた。

ただし,研修プログラムおよびセンター側で企画

したイベント等には,基本的に全参加が求められる。

また,相手となる図書館員も多忙なスケジュールの

中での面会となるので,なかなか思い通りにならず,

厳しい時間管理が必要であった。

4.2.3.1.イリノイ大学等図書館員による業務説明

図書館全体としてよりよいサービスを提供するた

めには,各業務についての知識と全体としての将来

像を把握することが重要である。

イリノイ大学図書館の業務を細分化し,それぞれ

担当の図書館員による概論および業務説明を受け

た。参加者にとっては,白銀の業務と比較し,また

実例をあげて議論する機会であった。また,イリノ

イ大学以外の関係者によるプレゼンテーション・講

義が行われた。

内容を8分類し,紹介する。

(1)利用者サービス

イリノイ大学図書館で実際に行われている利用者
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サービスの概要。研修期間中は,参加者も制限なく

学生同様に図書館サービスが利用できるので,利用

指導もかねて詳しく説明があった。

レファレンスサービスについては, Electronic

Referenceと題し,まず電子化されたレファレンス

ツールを種類別にあげ,それぞれの長短が論じられ

た。長所としては,資料へのアクセスが容易になる

こと,多くの資料を一度に比較検討することができ

ることなどがあるが,反面利用者にとっては,それ

ぞれの資料の特徴や限界を理解することが困難であ

り,図書館にとっては,高額な購入経費の確保や,

パッケージ等で購入する場合は内容のコントロール

が難しいことなどが短所としてあげられた。また,

メールレファレンス(約200件/月)や, 2001年か

ら始めたチャットレファレンス(約300件/月)に

ついて,利用者の利便性が高まり比較的安価に行え

るサービスではあるが,反面利用者対応が多角化す

ることにより,サービスの遅延を招いたり,優先度

の判断を困難にする場合もあるとの説明がされた。

イリノイ大学図書館におけるレファレンスサービ

スについては,峯氏の論文7)に詳しく報告されてい

るので参照されたい。

(2)リテラシー教育

イリノイ大学図書館では, ACRL (Association of

College and Research Libraries) :の定める標準リ

テラシー教育を基準に,プログラムを整備している。

米国では初等教育の段階から図書館の責務として資

料の利用法や著作権についての教育が行われるが,

今回の研修中には,高校生に対し行われるネチケッ

ト教育について学校図書室の図書館員から説明を受

けた。現実にある問題から自由に議論を展開し,自

分達で結論を導くという学習過程が紹介された。

(3)コミュニケーション技術と特定利用者に対

するサービス

生き生きと働くため,また職員同士あるいは利用

者とのコミュニケーションを円滑にするための技術

が紹介され,実習を行った。

また,様々な文化的・社会的背景をもつ学生に対

するサービス,障害者に対するサービスについて,

それぞれ専門の図書館員から現状・課題・展望につ

いて具体的事例を交えた説明を受けた。

講義でも,組織・人・コミュニケーションについ

て何度も触れられ,重要視されていたのは印象的で

あった。

(4)収書と目録

イリノイ大学は,全米3位の蔵書数を誇る巨大大

学図書館である。資料の保存と目録情報整備にも力

を尽くしている。



大学図書館研究LXXX (2007.8)

収書と目録について,まず選書・購入・目録・整

備の各部門を回るツアーが行われ,部門ごとに説明

を受けた。また,最近の目録事情,図書館システム

Voyagerについて,そしてベンダーとの関係につい

て,各専門図書館員から具体的な説明があった。

(5)資料の保存とデジタル化

イリノイ大学には,資料保存専門の図書館員と独

立部署があり,最新設備を備えている。 Preserva-

tionとConservationの違いと技術について,作業現

場を見学し,講義を受けた。

資料のデジタル化についてはかなりの講義時間が

割り当てられ,電子化の技術的側面について,避け

て通れない著作権処理について,電子化資料のコレ

クション構築について,イリノイ大学では始まった

ばかりのリポジトリIDEALS-　について,そして電

子化資料の運用について議論された。

(6)大学図書館マネジメント

実際に行われた利用者満足度調査の分析と評価に

ついて, University Librarianの役割,資金調達と

広報活動について,それぞれ担当者から説明があっ

た。

(7)各種図書館との連携

図書館同士が連携することの重要性について講義

があり,また直接各団体・コンソーシアムの話を聞

いた。研修プログラムに参加した団体は,下記のと

おり。

OCLC (Online Computer Library Center)

IFLA (International Federation of Library

Associations and Institutions) '

CIC (Committee on Institutional Cooperation) ")

CARLI (Consortium of Academic and

Research Libraries in Illinois) '

OhioLink (The Ohio Library and Information

Network) '

LTLS (Lincoln Trail Libraries System)

(8)図書館界最新の話題

Learning Commons :イリノイ大学図書館では現

在Learning Commonsの整備を進めている。担当職

員が事前に各地で調査した内容について,報告され

た。

Googlization of everything : Googleが図書館に

与える影響についての議論。特にGoogle Book

Searchについて,検索範囲の拡大やアクセスの向

上など長所はあるが,適切な検索結果が得られにく

く,またGoogleに権力が集中してしまうことから

起きる弊害もある,と論じられた。

eGranary Presentation :インフラ整備途上の各

国に,できるだけタイムリーにInternet上の情報を

提供するために開発されたスタンドアロン型データ

ベースeGranarylについて,その内容と運営につ

いて紹介された。

4.2.3.2　モーテンソンフレンドとの交流

各参加者には,担当のイリノイ大学図書館員が割

り当てられ,より親しく交流できるように配慮され

た。

担当図書館員はモーテンソンフレンドと呼ばれ,

前もってボランティアとして募集される。研修期間

中多くの図書館員に会う機会があるが,プログラム

以外でのコミュニケーションがとれる関係を作るの

はなかなか難しい。しかし,モーテンソンフレンド

とは一対一の関係なので,時に一緒に食事をしたり

研修の様子を話したりして,親睦を深めることがで

きる。

モーテンソンセンターでは,各参加者の関心事や

担当業務などを配慮しつつ担当者を決めるようだ

が,ボランティアであることと,研修補助ではなく

滞在中の「お友達」としての役割を果たすためのフ

レンドなので,あまり共通点のないフレンドが割り

振られることもある。また,募集からプログラムま

で時間があるので,フレンドが出張から帰ってこな

くてなかなか会えない,という参加者もいた。

幸い私のフレンドは自身の研究テーマに関連深い

Development担当だったので,実際に仕事をする手

順や内輪の話なども聞くことができた。

また,同室の高井さん(立命館大学図書館)がフ

レンドを招いての夕食会をされた際に同席させても

らったり,ご自宅に一緒に招待していただいたりし,

彼女の担当であるイリノイ大学リポジトリの話を聞

くことができた。

さらに,アジア系資料図書館の野口さんは,毎年

フレンドとして,日本からの参加者に気配りをされ

ている。私のフレンドではなかったが,何度か個人

的にお会いして分野別図書館員としての話をうかが

ったり,さらにそのお知り合いにご紹介いただいて,

イリノイ大学での学習・研究生活の話などを聞く機

会を作ってくださった。

いずれも,研修の枠を越えリラックスした状態で

交流するという得がたい経験であり,得るものが多

かった。

4.2.3.3.イリノイ州図書館協会年次大会

ILA (Illinois Library Association) 151の年次大会

へ参加した。前日に行われたpre-conferenceから,

全日程へ参加し,各人の興味に応じたプログラムへ

出席した。

iEK
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大会は,図書館関連商品等の展示会,最新データ

ベース等の紹介,ポスター発表,事例報告及び討論

会が主となる内容であった。

規模の大きさとプログラムの多様さに圧倒される

思いであったが,事例報告については,国が違って

も図書館員の抱える課題は同じとの感を強くした。

またポスター発表では,特に公共図書館等での読

書クラブ開催や特殊資料の収集など,独自の活動を

展開している例が多く発表され,興味深かった。

4.2.3.4.会議への参加

イリノイ大学Library Faculty Meeting-出席し

た。

規則の改定等に関する議論のほか,イリノイ大学

で始まったばかりの機関リポジトリIDEALSについ

て,担当者から説明プレゼンテーションが行われた。

また, Mass Digitization Working Groupによる

Open Content Alliance"での活動報告と,イリノ

イ大学所蔵資料のうちイリノイ州に関連する著作権

フリーの資料をデジタル化し公開するプロジェクト

Illinois Harvest Portal Projectl'が紹介された。 Illi-

nois Harvestは,写真・図書・マイクロフィルムな

ど多様な資料のコレクションとなっている。

日本では機関リポジトリにコレクションを集中す

る場合もあるが,イリノイ大学には目的の異なるデ

ジタル資料のコレクションが複数存在し,独立して

運営されている。アクセスポイントが分散しわかり

にくいという難点はあるが,目的によりコレクショ

ンを選択できるという利点もある。目的が明確な分,

収集効率もよいのではないかと思われた。

4.2.4.他図書館での研修(Host Visit)

参加者1-2名の小グループで,イリノイ大学図

書館を離れ,他図書館で2泊3日の研修を行った。

Host Visitでは,参加者の往復旅費・交通機関,宿

泊先,研修内容は, Hostとなる各図書館に一任さ

れている。

私は, Loyola University Library181 (イリノイ州

シカゴ)で研修を行った。この大学は,広島大学と

規模の似たキリスト教系私立図書館で,世界各地に

系列大学が存在する。

Loyola University Libraryは,今回はじめてHost

としてFall Associates Programに参加した。最近,

学長を始め職員や経営体制が大きく変わったばかり

であった。図書館の隣に,学習・研究用のパソコン

や各種機器,個人・グループ学習のための個室や共

用スペースなどを備えた大規模なInformation C0m-

monsを建設中である。技術面でのサポートは情報
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系スタッフが中心となって行い,利用や運営面を図

書館員が担当する。これまで,大学としての資金調

達業弓削ま存在したが,図書館ではこれから考えてい

くところであり, Information Commonsの維持など

将来のためには力を入れて行きたいとのことだっ

た。

全館をあげての受け入れ態勢で,全ての部署およ

び分館を見学,各業務担当者との面談が設定され,

日本の図書館事情についてのプレゼンテーションを

行い,短期間にあらゆることが詰め込まれた非常に

有益なものであった。 (Loyola Universityでの研修

日程については,資料2参照)

また, Robert Seal館長の自宅が宿泊先として提

供され,食事はもとより観光までも配慮され,大変

濃厚な3日間を過ごすことができた。

4.3.プログラムの評価

広範な研修内容を8週間で修了できるよう,よく

考えられたプログラムであった。イリノイ大学図書

館が持つ資源が惜しみなく提供され,図書館員・図

書館情報学大学院教官はもとより, Host Visit受け

入れ先の図書館やコンソーシアム等の関係者などの

協力があり,モーテンソンセンターの認知度の高さ

と, Associates Programの歴史を感じた。

学ぶことの多い有意義な研修だったが,参加者の

立場としてはいくつか要望したい事項があり,一部

は研修の最後にFinal Reportとしてモーテンソンセ

ンターへ提出,また最終面接の際に口答で伝えた。

今後,この研修-の参加者に参考になるかと思わ

れるので,以下へあげる。

(1)情報の早期公開

プログラムのスケジュール等詳細は,実際に現地

で研修が始まると同時に参加者へ渡されるが,不確

定部分があってもよいので,事前に情報が欲しい。

Host Visitや国別プレゼンテーションなどは,あ

る程度事前準備ができている方が,より効果的な研

修ができたと思われる。

(2) HostVisit

Host Visitに,あと数日余裕が欲しい。イリノイ

大学以外の図書館で事例調査をするためには,往復

を含め3日間ではあまりに短期間過ぎると感じた。

(3)講義内容

企画・立案,資金の調達,組織内コミュニケーシ

ョンについて,さらに深く学ぶ機会が欲しい。

(4)語学研修

参加者の語学力にばらつきがあり,時に研修の進

行が難しい場合があった。プログラムの趣旨を考え

ると,参加者にハイレベルな語学力を求めるよりは,



大学図書館研究　LXXX (2007.8)

期間中にコミュニケーションスキルのひとつとして

の語学研修が選択できるとよいのではないかと思

う。

センターから大学で行われている一般向け語学研

修が紹介されたが,プログラムのスケジュールとは

合わないため,希望者も参加できなかったのが残念

であった。

(5)スケジュール

研修期間後半, ILA年次大会参加, Host Visit,

関係団体訪問などのために小旅行が重なり,キャン

パスを離れることが多かった。特に最後の1-2週

間は,参加者にとってこれまでの研修成果をまとめ

る時期であるので,なるべくキャンパス内で過ごせ

るような予定配分が望まれる。

4.4.その他

現地での生活について,簡単に紹介する。

到着直後の数日は,書類手続きにあてられる。そ

の後,大学のIDカードが発行される。大学IDによ

り,市内バスは無料,図書館資料やデータベースも

学生と同じ条件で利用できる。

情報環境としては,アパートには旧型の電話しか

ないが,敷地内に居住者専用のコンピュータセンタ

ーがあり,学内コンピュータ用のID・PWを交付

された後は自由に利用できる。また図書館内にも利

用者用のコンピュータが多数用意されている。

現地到着から帰国まで,移動の際はバスやタクシ

ー,またスタッフの自家用車など,必ず交通手段が

提供された。

日常生活についても,買い物から医療面まで細部

まで行き届いた配慮がされた。車がないと難しい生

活環境ではあるが,生活必需品の入手に困らないよ

う,ショッピングセンターまで同行してバスの乗り

継ぎも含め案内され,また国際通話もできるテレフ

ォンカードが支給され,緊急連絡先としてスタッフ

の自宅電話番号も渡された。

参加者同士の交流も盛んに行われた。チリの建国

記念日パーティーや,自室で開いた浴衣パーティー,

インターナショナルフードパーティーなど,楽しい

思い出である。

センターからも,キャンパス内で行われるイベン

トやコンサート,地域のイベントなどの情報が提示

され,積極的に参加して様々な文化への理解を深め

るよう奨励された。関係者の自宅で行われるパーテ

ィーも多く,研修のみでなく週末や夜間まで,非常

に充実した忙しく楽しい8週間であった。

5.総括

中堅図書館員の継続教育と,国際交流およびネッ

トワーク作りを目的としたプログラムとして,すば

らしい研修であったと思う。

研修期間中に成果をあげることではなく,研修修

了後の活動に有意義であるよう考えられた内容であ

り,参加者それぞれが新たな目的を持って帰国した。

今後,広島大学図書館はもとより,大学図書館全

体の将来を考え,その発展に貢献できるような職員

になることを目標に,研鎖していきたい。

6.謝辞

研修期間中,またその前後にわたり,大勢の方か

らご指導とご協力をいただいた。

特に,プログラム主催者であるモーテンソンセン

ター,イリノイ大学図書館員の方々, Host Visit先

として迎え入れてくれたLoyola University Library
の館長夫妻をはじめとする職員の方々の暖かいご支

援に感謝する。

また,このたびの海外派遣事業を行った国立大学

図書館協会,そして長期間にわたる研修へ派遣して

くれた広島大学図書館に感謝する。

最後に, Fall 2006 Associates Programに参加し

た仲間達へ,その友情に感謝の意を表する。
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注)事務手続,移動などの予定は除く。
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Schedule for Yukari Sho Visit to Loyola University Chicago

Ms. Sho is Senior Staff, Seria一s Col一ection Section, Information Preparation

Division, Hiroshima university Central Library

Wednesday, October 18 - drive to Evanston with Mike Napora
Dinnerwith the Sea一s ・

Staying with the Dean and his wife

Thursday, October 19

8:30- 9:00 Access Services/ILL (Jen and Ursula)

9:00- 9:30 University Archives (Kathy)

9:30- 10:00 Tour of Campus (Kathy)

10:00- 10:30 am Meet with Dean of Libraries (Bob)
10:30- 10:45　Break

lO:45- 1 1:30 Presentation to staff abou川branes in Japan fo一lowed by Q & A

in the Theater, 3rd floor Cudahy Library - (Yukari Sho)
11:30-12:00Noon WebTeam

12 noon lunch with Ling-li Chang

・1:30 -2:00 Overview of Loyola University Libra「les (Mike)

o Cudahy Library and Library Storage Facility

o Lewis Library

o Rome CenterLibrary

o Information Commons (future site)

o Relationship with Law Library and Health Sciences Library

2:00- 2:30 pm Brief Tour Library Storage Facility (Mark)

2:30- 3:00 Piper Hall and WLA (Beth)

3:00- 4:00 Break at Cudahy with Reception

4:00- 4:30 Serials/E一ectronic Resources (Martha)

4:30- 5:00 Monographs Acquisitions/Catalog (Ling一日)

Dinner

Friday, October 20

9:00- 9:30 am Bindery and Preservation (Diane)

9:30- 10:00 Systems (Chulin)

10:00- 10:30 Gov Documents (B‖)

10:30- 1 1:00 Shuttle to Lewis Library, 25 East Pearson, WTC

l 1:00 -Yolande w川meet

l 1:15 -ll:45 Tour of Lewis Library (Terry)

・ 12:00 noon -1:30 p.m. Pizzawith the President and Staff Council in Lewis

Towe「s (Terry)

Afte「山nch - #151 Bus to Union Station (Lewis staff person)

4:05 Amtrack Tra n #391
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SHO, Yukari

Report of the Fall 2006 Associates Program, the Mortenson Center of International Library Program,

University of Illinois

Abstract: The author had an opportunity to participate in the Fall 2006 Associates Program, the Morten-

son Center for International Library Programs, University of Illinois, through the Overseas Training Pro-

ject of the Japan Association of National University Libraries. The goal of this program is to provide pro-

fessional development opportunities for librarians around the world, primarily through 1) lectures, 2) site

visits to libraries and related organizations, 3) presentations of works by the librarians of the University of

Illinois Libraries, and 4) short-term internships at other libraries. This paper presents a summary and the

assessment of the program.

Keywords: Japan Association of National University Libraries / Overseas Training Project / University of

Illinois / Mortenson Center for International Library Programs / Fall Associates Program
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